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2014年度 日本免疫毒性学会 総会兼評議員会 議事録（案） 

 

日時：2014年 9月 11日 12:45～13:25 

場所：徳島文理大学・国際会議場 

 

司会：姫野年会長 

配布資料：業務報告（案）および業務計画（案） 

その他資料：スライド掲示 

 

I. 理事長挨拶 

 新体制になって初めての学術年会であることや当学会に対する抱負を含め、冒頭に挨

拶がなされた。 

II. 報告事項 

1. 業務報告（吉田） 

 資料に基づき吉田理事長より報告が行われ，承認された。 

2. 事務局報告（大槻） 

 資料に基づき，会員動向・会費納入状況ならびに学会 WEB のバナー広告の現況につ

いて報告された。会員数は、横這いから僅かに減少している。また，会費納入も昨年

度について 17%が未納である。この状況をなんらかの方法で改善するために検討して

いることが報告された。。加えて，バナー広告も重要な収入源になるため，会員各位に

バナー広告提供企業の紹介を依頼された。 

3. 学術大会/学術年会報告 

① 第 20回学術大会（東京・東海大学）（坂部） 

 坂部前年会長により終了報告が行われた。事前 53名，当日 90名，計 143名の参加で

あった。大会賞は小島先生（北海道立衛生研究所）、学生若手優秀発表賞は木戸先生（東

京慈恵会医大）であった。 

② 第 21回学術年会（徳島・徳島文理大学）（姫野） 

 姫野年会長より「本日からの学術年会，よろしくお願いします。今回は，同じ日程で

2,000人規模の日本看護学会（慢性期看護）が開催されたため，宿泊などでご迷惑をお

かけいたしました。二日間，何卒よろしくお願いします。」との挨拶があった。 

③ 第 41回日本毒性学会学術年会における合同シンポジウム（大槻） 

 座長も務めた大槻理事より，当日のプログラム，そして日本免疫毒性学会の若手の興

味深い発表，ならびに SOT/ITSS より Prof. M.D.Cohen が参加し，ITSS の若手 13

名の研究内容の紹介などもあり，有意義なシンポジウムになった由，報告された。最

後の討論では，上野理事が招聘された Prof. Hickey (神経病理学・神経系における抗原

提示細胞などの専門)も加わって頂いたことも報告された。さらに，合同シンポジウム

終了後，若手メンバーと Prof. Cohen との会食の場が設けられ，有意義な歓談の場が

提供されたことも報告された。 
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4. 委員会報告（事務局：大槻） 

① 学術・編集委員会 

 ImmunoTox Letterは順調に２号（通巻 36、37号）を発刊できた。特に 20周年記念

号は充実した内容となった。本日更なる改善・向上を目指して委員会を開催する。多

くの会員からの投稿を期待している。また，一時期，実施していた学術年会や学会活

動自体に対するアンケート調査を今回実施することになったので，是非，ご協力をお

願いしたい。 

② 広報委員会 

 第41回日本毒性学会学術年会で掲示したポスター（ならびにフライヤー）を紹介した。

WEB の更新は、役員人事の変更も加えて刷新した。また、SOT/ITSSの news letter も

許可を得て掲載している。Mailing listによる学会からの連絡は，平均月 1.5回の割合

で配信をしていることが報告された。 

 重ねてバナー広告提供企業等の紹介を依頼された。 

③ 試験法委員会 

 明日の学術年会において試験法ワークショップが設けられること，ならびに JaCVAM

皮膚感作性試験資料編纂委員会で検討している in vitro 代替法試験の状況について報

告があった。また、今後のワークショップのテーマについて，会員の皆様が現在困ら

れていること，疑問に思われていることを調査し、検討する場を設けることも考えて

いることが申し添えられた。 

④ 国際化委員会 

 2015年の SOT学術年会（San Diego）では，平野理事提案のセッションがシンポジウ

ムに採択され，JSIT（日本免疫毒性学会）からは，平野理事の発表と座長，大槻理事

ならびに黒田先生（大阪大学）による発表が行われる予定である。 

 今年の SOT 学術年会時の ITSS ミーティングに中村理事が参加し，JSIT の若手研究

者の研究状況などをスライドで紹介した。これを受けて，第 41回日本毒性学会学術年

会では Dr. Cohen による ITSSの若手研究者の研究状況について紹介があった。 

 広報委員会報告で紹介した通り，ITSS の news letter を JSIT の WEB で紹介してお

り、担当の西村先生（川崎医大）が Award Committee委員に選出された。 

5. 学会賞・奨励賞（牧） 

 資料に沿って，牧学会賞等選考小委員会委員長により選考の過程と結果が報告された。

今年度の推薦は学会賞 1件のみで、5 名の選考委員による審査の結果，「重金属を中心

にした環境物質による免疫毒性の特性と評価」をテーマに研究された大沢基保名誉会

員（食品薬品安全センター）に学会賞授与が決定した。明日，総会後に授与式ならび

に受賞講演が行われる。また、奨励賞については被推薦者なしにつき，今年度は該当

なしとなった。 

 奨励賞選考規定の変更について、奨励賞の授与は、年齢で制限して授賞を奨励するも

のではなく，研究内容について奨励するという考え方に基づくものであることから、

奨励賞選考規定の第 3 条から年齢制限に関する文章を削除することが提案され、昨日
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の理事会で承認されたことが報告された。それに伴い奨励賞選考規定の変更が行われ

る。 

III. 審議事項 

1. 会計（齊藤） 

① 2013年度決算 

 資料に基づき，斎藤理事より説明がなされ，疑義無く承認された。 

② 2013年度会計監査 

 小島監事より、会計書類を監査した結果、適切に処理されていることが報告された。 

③ 2015年度予算 

 資料に基づき，斎藤理事より説明がなされ、承認された。 

2. 人事（資料 p33） 

① 大槻理事より，名誉会員への推薦案件はなかったこと。また、理事についても任期 1 年目

の終了時点であり、特段の移動・変更はないことが報告された。 

② 新評議員候補者 

③ 大槻理事より，新評議員候補者３名が紹介され，審議の結果、以下の 3 名が新評議員とし

て承認された。 

 角 大悟 先生 (徳島文理大学薬学部衛生化学講座 准教授) 

 佐藤 実 先生（産業医科大学産業保健学部成人老年看護学講座 教授） 

 木戸 尊將 先生（東京慈恵会医科大学環境保健医学講座 助教） 

④ 委員会委員長 

 試験法委員会筒井委員長より、社内業務の変更に伴い，委員長を辞し，久田理事に委

員長を委譲したい由，報告され，久田理事も了解とのことで，承認された。なお，久

田新委員長には運営委員にも就任していただくことで了解された。 

⑤ 次々年度（第 23回）年会長 

 吉田理事長より，森本 泰夫 理事（産業医科大学）が次々期年会長として推挙され，

満場一致で承認された。なお，森本理事から，学内の事情等により 9月下旬か 10月初

旬の開催で調整したいとの申し出があり，同年（2016 年）開催の第 75 回日本癌学会

（10月 6～8日）を避けて頂ければ大きな問題は無い由，伝えられた。 

3. 事業計画（吉田） 

 資料に基づき，明日の総会から翌年の総会までの事業計画案が提示され，承認された。 

IV. 次期学術年会紹介（大槻） 

 高野次期年会長が不在のため，事務局より，改めて第 22回学術年会開催のアナウンス

が行われ，多くの会員の参加を呼び掛けられた。 

 




















